
令和８年度 

第１回香南市の国民健康保険事業の運営に関する協議会 

 

次 第 

 

日 時：令和８年８月１９日（木）  午後６時３０分～ 

場 所：香南市役所 ３階会議室（３０３・３０４室） 

 

１．開 会 

     会議録署名委員の指名 

 

２．議 題 

     ① 令和７年度国民健康保険特別会計決算について 

 

     ② 国民健康保険の現状等について 

 

    ③ 国民健康保険の保健事業等について 

 

    ④ その他 

        ・令和 12 年度統一保険料率について 

 

３．閉 会 

     

 



日　時

場　所

１. 令和７年度国民健康保険特別会計決算について Ｐ　１ ～ Ｐ　４

２. 国民健康保険の現状等について Ｐ　５ ～ Ｐ  ９　

資料 １

３. 国民健康保険の保健事業等について Ｐ　１０ ～ Ｐ  １４

４. その他

 　令和12年度統一保険料率について

 ※資料２は当日会場にてご確認いただき、協議会後、回収します。

資料 ２ ※

令和８年度香南市の国民健康保険事業の運営に関する協議会（第１回）資料

（３０３・３０４号室）
香南市役所　３階会議室

令和８年８月１９日（水）
午後６時３０分～



　（歳　入） （単位：千円）

令和7年度 令和6年度 増減額 増減率

決算額① 決算額② ③（①－②） ④（③/②）

① 国民健康保険税 727,301 696,566 30,735 4.4%

現年分 704,785 669,297 35,488 5.3%

滞納繰越分 22,516 27,269 △ 4,753 -17.4%

② 国庫支出金 775 2,637 △ 1,862 -70.6%

③ 県支出金 2,686,456 2,696,178 △ 9,722 -0.4%

普通交付金 2,643,174 2,644,392 △ 1,218 -0.1%

特別交付金 43,282 51,786 △ 8,504 -16.4%

④ 一般会計繰入金 381,877 376,469 5,408 1.4%

【基準内】保険基盤安定繰入金 215,291 223,896 △ 8,606 -3.8%

【基準内】その他繰入金 142,234 126,383 15,852 12.5%

【基準外】財源対策繰入金 0 0 0

【基準外】その他繰入金 24,352 26,190 △ 1,838 -7.0%

⑤ その他 11,363 15,975 △ 4,612 -28.9%

【小計】 Ａ 3,807,772 3,787,825 19,947 0.5%

⑥ 基金繰入金 0 0 0

⑦ 繰越金 52,359 64,805 △ 12,446 -19.2%

3,860,131 3,852,630 7,501 0.2%

　（歳　出） （単位：千円）

令和7年度 令和6年度 増減額 増減率

決算額① 決算額② ③（①－②） ④（③/②）

① 総務費 73,764 68,396 5,368 7.9%

② 保険給付費 2,645,991 2,652,672 △ 6,681 -0.3%

療養諸費 2,261,707 2,273,363 △ 11,656 -0.5%

高額療養費 376,448 370,918 5,530 1.5%

その他 7,836 8,391 △ 555 -6.6%

③ 国民健康保険事業費納付金 962,948 1,014,939 △ 51,991 -5.1%

④ 保健事業費 29,374 29,919 △ 545 -1.8%

⑤ その他 2,067 1,914 153 8.0%

【小計】 B 3,714,144 3,767,840 △ 53,696 -1.4%

⑥ 基金積立金 26,264 32,431 △ 6,167 -19.0%

⑦ 予備費 0 0 0

3,740,408 3,800,271 △ 59,863 -1.6%

形式収支 119,723 52,359

単年度収支　（Ａ－Ｂ） 93,628 19,985

令和7年度 令和6年度

　前年度末　基金保有額 72,355 39,924

0 0

26,264 32,431

　当年度末　基金保有額 98,619 72,355

単
年
度
支
出

1.令和７年度国民健康保険特別会計決算について

　科　　目　　名

単
年
度
収
入

【歳入合計】

　科　　目　　名

【歳出合計】

（歳入合計－歳出合計）

国保基金

繰入金(取り崩し)

　積立金(積み立て)
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　（歳　入） （単位：円）
予算現額 調定額 収入額 収入未済額

01 国民健康保険税 718,356,000 781,076,348 727,301,888 53,774,460

一般被保険者 718,345,000 780,895,137 727,269,388 53,625,749

医療給付費分 499,620,000 542,283,764 505,703,123 36,580,641

現年課税分 483,781,000 505,563,773 490,164,888 15,398,885

滞納繰越分 15,839,000 36,719,991 15,538,235 21,181,756

後期高齢者支援金分 157,926,000 171,387,660 160,109,415 11,278,245

現年課税分 153,127,000 160,071,803 155,310,152 4,761,651

滞納繰越分 4,799,000 11,315,857 4,799,263 6,516,594

介護納付金分 60,799,000 67,223,713 61,456,850 5,766,863

現年課税分 58,548,000 61,939,524 59,310,313 2,629,211

滞納繰越分 2,251,000 5,284,189 2,146,537 3,137,652

退職被保険者等 11,000 181,211 32,500 148,711

医療給付費分 8,000 118,377 21,268 97,109

現年課税分 0 0 0 0

滞納繰越分 8,000 118,377 21,268 97,109

後期高齢者支援金分 2,000 34,269 6,098 28,171

現年課税分 0 0 0 0

滞納繰越分 2,000 34,269 6,098 28,171

介護納付金分 1,000 28,565 5,134 23,431

現年課税分 0 0 0 0

滞納繰越分 1,000 28,565 5,134 23,431

02 使用料及び手数料 100,000 45,200 45,200 0

保険税督促手数料 100,000 45,200 45,200 0

03 国庫支出金 775,000 775,000 775,000 0

国庫補助金 775,000 775,000 775,000 0

災害等臨時特例補助金 0 0 0 0

775,000 775,000 775,000 0

0 0 0 0

04 県支出金 2,710,117,000 2,686,455,729 2,686,455,729 0

普通交付金 2,666,137,000 2,643,173,729 2,643,173,729 0

特別交付金 43,980,000 43,282,000 43,282,000 0

保険者努力支援分 14,545,000 11,654,000 11,654,000 0

特別調整交付金 21,435,000 23,774,000 23,774,000 0

県２号分 0 0 0 0

特定健診等負担金分 8,000,000 7,854,000 7,854,000 0

05 財産収入 90,000 83,585 83,585 0

財政調整基金積立金利子 90,000 83,585 83,585 0

06 繰入金 390,894,000 381,876,493 381,876,493 0

一般会計繰入金 390,893,000 381,876,493 381,876,493 0

保険基盤安定繰入金 215,291,000 215,290,196 215,290,196 0

事務費繰入金 75,188,000 72,972,911 72,972,911 0

出産育児一時金等繰入金 6,000,000 4,320,746 4,320,746 0

財政安定化繰入金 61,945,000 61,945,000 61,945,000 0

地単事業国庫金減額相当額繰入金 13,361,000 13,360,193 13,360,193 0

特定健康診査等事業費繰入金 16,111,000 10,992,020 10,992,020 0

財源対策繰入金 0 0 0 0

未就学児均等割保険料繰入金 1,972,000 1,971,393 1,971,393 0

産前産後保険料繰入金 1,025,000 1,024,034 1,024,034 0

基金繰入金 1,000 0 0 0

財政調整基金繰入金 1,000 0 0 0

07 繰越金 52,359,000 52,358,852 52,358,852 0

前年度繰越金 52,359,000 52,358,852 52,358,852 0

08 諸収入 17,102,000 22,263,347 11,234,706 11,028,641

延滞金及び過料 5,001,000 5,626,508 5,626,508 0

貸付金元利収入 1,000,000 0 0 0

雑入 11,101,000 16,636,839 5,608,198 11,028,641

第三者納付金 8,000,000 14,961,384 3,959,463 11,001,921

第三者納付金（一般分） 7,000,000 3,571,463 3,571,463 0

第三者納付金（退職者分） 0 0 0 0

第三者納付金過年度（一般分） 1,000,000 11,389,921 388,000 11,001,921

第三者納付金過年度（退職分） 0 0 0 0

返納金 3,100,000 1,658,460 1,631,740 26,720

返納金（一般分） 3,000,000 1,608,550 1,581,830 26,720

返納金（退職者分） 0 0 0 0

返納金過年度（一般分） 100,000 49,910 49,910 0

返納金過年度（退職分） 0 0 0 0

雑入 1,000 16,995 16,995 0

歳 入 合 計 3,889,793,000 3,924,934,554 3,860,131,453 64,803,101

令和７年度国民健康保険特別会計決算（詳細）

科　　目　　名

子ども・子育て支援事業費補助金

社会保障・税番号制度システム整備費補助金
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　（歳　出） （単位：円）
予算現額 支出負担行為額 支出額 支出未済額

01 総務費 76,059,000 73,764,111 73,764,111 0

総務管理費 70,677,000 69,140,682 69,140,682 0

徴税費 5,067,000 4,468,429 4,468,429 0

運営協議会費 315,000 155,000 155,000 0

02 保険給付費 2,784,044,000 2,645,991,196 2,645,991,196 0

療養諸費 2,386,519,000 2,261,707,602 2,261,707,602 0

一般被保険者療養給付費 2,355,499,000 2,244,460,011 2,244,460,011 0

退職被保険者等療養給付費 0 0 0 0

一般被保険者療養費 21,780,000 8,849,817 8,849,817 0

退職被保険者等療養費 0 0 0 0

一般被保険者審査支払手数料 9,240,000 8,397,774 8,397,774 0

退職被保険者等審査支払手数料 0 0 0 0

高額療養費 386,451,000 376,448,040 376,448,040 0

一般被保険者高額療養費 384,951,000 375,619,248 375,619,248 0

退職被保険者等高額療養費 0 0 0 0

一般被保険者高額介護合算療養費 500,000 18,266 18,266 0

退職被保険者高額介護合算療養費 0 0 0 0

一般被保険者高額外来年間合算療養費 1,000,000 810,526 810,526 0

出産育児諸費 9,004,000 6,555,554 6,555,554 0

出産育児一時金 9,000,000 6,553,244 6,553,244 0

審査支払手数料 4,000 2,310 2,310 0

葬祭諸費 2,000,000 1,280,000 1,280,000 0

葬祭費 2,000,000 1,280,000 1,280,000 0

移送費 10,000 0 0 0

一般被保険者移送費 10,000 0 0 0

退職被保険者等移送費 0 0 0 0

傷病手当諸費 60,000 0 0 0

傷病手当金 60,000 0 0 0

03 国民健康保険事業費納付金 962,949,000 962,947,751 962,947,751 0

医療給付費分 678,086,000 678,085,732 678,085,732 0

後期高齢者支援金分 215,484,000 215,483,668 215,483,668 0

介護納付金分 69,379,000 69,378,351 69,378,351 0

04 保健事業費 34,231,000 29,374,776 29,374,776 0

特定健康診査等事業費 27,295,000 23,880,020 23,880,020 0

保健衛生普及費 6,936,000 5,494,756 5,494,756 0

05 基金積立金 26,270,000 26,263,585 26,263,585 0

06 公債費 1,000 0 0 0

07 諸支出金 4,739,000 2,067,400 2,067,400 0

繰上充当金 0 0 0 0

08 予備費 1,500,000 0 0 0

歳 出 合 計 3,889,793,000 3,740,408,819 3,740,408,819 0

119,722,634

基金の状況 （単位：円）

72,355,445

0

26,263,585

98,619,030

科　　目　　名

歳入歳出差引　（繰越額）

前年度末　現在高

年度中　繰入金

年度中　積立金

当年度末　現在高

3



（１）　国民健康保険税

※収納率：収納額÷調定額

（２）　一般会計繰入金

（３）　保険給付費

療養給付費 療養費 高額療養費 【計】

収納額 収納率
千円 千円 千円 千円

　　  療養給付費、療養費及び高額療養費の合計は、前年度比で約571万円の減少となっています。

　【基準内】 357,525 350,279

令和７年度 727,575 704,785 96.87% 53,501 22,516 42.09%

△ 8,605

　令和７年度国民健康保険特別会計決算　補足資料

年度
現年分 滞納繰越分

調定額 収納額 収納率 調定額

42.90%令和６年度 692,173 669,297 96.70% 63,561 27,269

-0.81%

項　目 令和７年度 令和６年度 【R７-R６】
千円 千円 千円

【R７-R６】 35,402 35,488 0.17% △ 10,060 △ 4,753

7,246

保険基盤安定繰入金 215,291 223,896

産前産後保険料繰入金 1,024 398 626

　【基準外】 24,352 26,190 △ 1,838

出産育児一時金等繰入金 4,321 4,325 △ 4

財政安定化繰入金 61,945 60,703 1,242

未就学児均等割保険料繰入金 1,971 2,024 △ 53

財源対策繰入金 0 0 0

【計】 381,877 376,469 5,408

地方単独事業国庫金減額相当額繰入金 13,360 15,435 △ 2,075

特定健康診査等事業費繰入金 10,992 10,755 237

千円 千円 千円 千円

8,389 370,918 2,635,469

2,244,460 8,850 376,448 2,629,758

2,256,162

令和７年度

【R７-R６】 △ 11,702 461 5,530 △ 5,711

  　  現年分は、前年度比で調定額が約3,540万円、収納額が約3,549万円増え、収納率は0.17％の
   増加となりました。
      滞納繰越分は、前年度比で調定額が約1,006万円、収納額が約475万円減り、収納率は0.81％
   の減少となっています。

      保険基盤安定繰入金は、前年度比で約861万円の減少となっています。
      事務費繰入金は、前年度比で約1,404万円の増加となっていますが、これは、人件費の増加と
   総務費に充当する国・県支出金の減少が主な要因です。
   　 地方単独事業国庫金減額相当額繰入金は、前年度比で約208万円の減少となっています。
   令和６年度から、18歳未満の子どもの医療費助成に係る国庫負担金減額調整措置は廃止されて
   います。

事務費繰入金 72,973 58,933 14,040

年度

令和６年度
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（１） 国保加入の推移

市世帯数
国保加入
世帯数

前年度
比較

加入率 市人口
国保加入

被保険者数
前年度
比較

加入率 被保険者数
前年度
比較

構成
割合

世帯 世帯 世帯 人 人 人 人 人

令和3年度 15,255 4,946 △ 94 32.42% 33,025 7,844 △ 249 23.75% 3,526 △ 175 44.95%

令和4年度 15,459 4,801 △ 145 31.06% 33,001 7,479 △ 365 22.66% 3,318 △ 208 44.36%

令和5年度 15,519 4,524 △ 277 29.15% 32,706 6,983 △ 496 21.35% 3,035 △ 283 43.46%

令和6年度 15,522 4,372 △ 152 28.17% 32,414 6,636 △ 347 20.47% 2,809 △ 226 42.33%

令和7年度 15,542 4,318 △ 54 27.78% 32,163 6,471 △ 165 20.12% 2,685 △ 124 41.49%

（年度末現在）

（２） 保険給付費の推移

保険給付費
前年度
比較

伸び率 保険給付費
前年度
比較

伸び率 被保険者数
前年度
比較

伸び率

円 円 千円 千円 人 人

令和3年度 372,712 19,086 5.40% 3,005,551 101,575 3.50% 8,064 △ 148 -1.80%

令和4年度 375,988 3,276 0.88% 2,910,520 △ 95,031 -3.16% 7,741 △ 323 -4.01%

令和5年度 378,997 3,009 0.80% 2,779,184 △ 131,336 -4.51% 7,333 △ 408 -5.27%

令和6年度 381,952 2,955 0.78% 2,635,469 △ 143,715 -5.17% 6,900 △ 433 -5.90%

令和7年度 399,235 17,283 4.52% 2,629,758 △ 5,711 -0.22% 6,587 △ 313 -4.54%

一人当たり保険給付費（年間）：保険給付費÷年度平均被保険者数

３カ年平均
（R５～R７）

386,728 7,749 2.03% 2,681,470 △ 93,587 -3.30% 6,940 △ 385 -5.24%

2.国民健康保険の現状等について

　令和７年度末現在で、国保加入世帯は市全体の27.78％、加入者率は20.12％となっており、一年間で54世帯165人の減少となっていま
す。
　また、65歳以上の前期高齢者は一年間で124人減少したものの、被保険者の約４割を占めており高齢化が続いています。

年度

世帯数 被保険者数 （再掲）前期高齢者分（65歳～74歳）

　一人当たりの保険給付費は、令和３年度に大きく伸び、その後も緩やかに増加を続けて、令和７年度は前年度比で4.52％増の17,283
円の増加となりました。
　令和５年度から令和７年度の３カ年平均伸び率は、一人当たり保険給付費が2.03％増、保険給付費が3.30％減、年度平均被保険者数
が5.24％減となっています。

年度

一人当たり保険給付費（年間） 保険給付費 年度平均被保険者数

Konan0497
フリーテキスト
　５



（単位：千円）

繰入金 積立金

平成25年度 36,778 0 26,003

平成26年度 21,789 △ 36,000 21,011

平成27年度 22,810 0 1,021

平成28年度 46,979 0 24,169

平成29年度 78,146 0 31,167

平成30年度 98,656 △ 7,750 28,260

令和元年度 0 △ 99,030 374

令和2年度 210 0 210

令和3年度 1,199 0 989

令和4年度 13,800 0 12,601

令和5年度 39,924 0 26,124

令和6年度 72,355 0 32,431

令和7年度 98,619 0 26,264

（３）基金の推移

　令和２年度以降は基金の取り崩しを行わず、保有額は98,619,030円となりました。

年度
年度末

基金保有額

年度中

36,778

21,78922,810

46,979

78,146

98,656

0 210 1,199

13,800

39,924

72,355

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000
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年度末基金保有額推移

（単位：千円）
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（４）令和８年度高知県内１１市国民健康保険料（税）率の状況

所得割 前年度比 資産割 前年度比 均等割 前年度比 平等割 前年度比
％ ％ ％ ％ 円 円 円 円 円 ％

高知市 R8 13.74

医療分-0.54
後期分-0.66
介護分-0.22

子ども分+0.28

－ 47,232

医療分-1,200
後期分+1,200
介護分+6,000

子ども分+1,632

33,000

医療分-1,200
後期分+1,200
介護分-6,600 840,000,000 10.2 32位

室戸市 R8 12.76
子ども分+0.26

－ 53,800
子ども分+1,700

37,800 68,993,000 14.6 28位

安芸市 R8 13.34

医療分-0.15
後期分-0.10
介護分-0.07

子ども分+0.26

－ 53,200

子ども分+1,700

36,500 79,042,151 11.4 31位

南国市 R8 13.16
医療分-0.3

子ども分+0.26
－ 43,400

医療分-1,900
子ども分+1,800

46,600 394,608,453 31.1 17位

土佐市 R8 13.57
医療分-0.26

子ども分+0.26
－ 59,700

医療分-1,700
子ども分+1,700

40,000 0 0.0 34位

須崎市 R8 13.26
子ども分+0.26

－ 39,420
子ども分+1,720

37,600 418,320,011 59.4 9位

四万十市 R8 12.46
子ども分+0.26

－ 47,160
子ども分+1,160

28,500
子ども分+500

242,015,764 28.4 19位

土佐清水市 R8 11.20
医療分-0.26

子ども分+0.26
－ 40,000

医療分-1,730
子ども分+1,730

27,000 198,226,258 45.3 14位

宿毛市 R8 13.44
子ども分+0.26

－ 48,428
子ども分+1,728

28,500 85,002,168 14.1 29位

香美市 R8 14.16
子ども分+0.26

－ 45,600
　子ども分+1,800

35,000 139,487,288 17.0 26位

香南市 R8 12.80
医療分-0.20

子ども分+0.20 － 48,700
医療分-1,400

子ども分+1,400 35,100 72,355,445 7.1 33位

（５）現年分における一人当たり調定額と収納率の推移

金額 県下順位 県平均 収納率 県下順位 県平均 金額 県下順位 県平均
円 円 ％ ％ 円 円

平成22年度 84,571 6位 79,288 92.78% 28位 91.56% 281,500 25位 284,616
令和3年度 97,976 6位 90,837 95.66 30位 95.70 370,591 22位 390,266

令和4年度 98,855 5位 92,392 96.10 29位 95.92 375,289 24位 389,242

令和5年度 96,372 6位 93,199 95.84 31位 95.93 378,883 26位 409,821

令和6年度 100,315 9位 97,728 96.60 25位 95.77 380,554 29位 415,166

令和7年度 110,456 － － 96.75% － － 398,452 － －

一人当たり保険者負担分（年間）：保険者負担分÷年度平均被保険者数

収納率：（収納額－還付未済額）÷調定額

保険者負担分：保険給付費－（第三者納付金＋返納金）

市名
最終
改正
年度

令和８年度　国保料（税）率
【参考】　 令和６年度末 基金

保有額の納付金に占める割合

全　体
基金保有額

基金保有額/納付金

県下順位

年度

一人当たり現年分調定額
（一般＋退職）

現年分収納率
（一般＋退職）

【参考】
一人当たり保険者負担分（年間）

Konan0497
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（６）国民健康保険税の状況（７月１日現在）

①課税世帯 （単位：世帯、人）

7割 5割※ 2割※ 【計】

医療分 4,513 6,653 586 1,524 677 469 2,670 94

支援分 4,513 6,653 586 1,524 677 469 2,670 50

介護分 1,975 2,303 662 258 177 1,097 55

子育て分

医療分 4,417 6,458 552 1,486 617 483 2,586 75

支援分 4,417 6,458 552 1,486 617 483 2,586 54

介護分 1,950 2,259 654 249 183 1,086 55

子育て分 4,373 6,411 1,486 617 483 2,586 24

医療分 △ 96 △ 195 △ 34 △ 38 △ 60 14 △ 84 △ 19

支援分 △ 96 △ 195 △ 34 △ 38 △ 60 14 △ 84 4

介護分 △ 25 △ 44 △ 8 △ 9 6 △ 11 0

子育て分 4,373 6,411 1,486 617 483 2,586 24

※印・・・・・令和8年度制度改正

○前年度と比べて、世帯数2.1％、被保険者数が2.9％の減少となっている。
○軽減世帯数は令和8年度に2割・5割の対象を拡大したが、全体的には3.1％の減少となっている。
○限度額は109万→113万円（介護なしは92万→96万円）へ増額し、超過世帯数は減少している。

②課税標準所得額 （単位：千円） 【参考】
令和8年度国保税の制度改正について
●軽減判定所得の引き上げ

医療分
支援分
介護分

子育て分
医療分
支援分
介護分

子育て分
医療分 ●保険税の課税（賦課）限度額の引き上げ
支援分 医療分に係る課税限度額を66万円から67万円へ引き上げ、子育て分に係る課税限度額を3万円に設定。
介護分 （支援分と介護分に係る課税限度額は据置）

子育て分
○課税標準所得額は前年度に比べて、2,072万円の減額になっている。介護分は3,450万円の減額。課税標準資産額は平成30年度より廃止。

年度 区分 世帯数 被保険者数
軽減世帯数

特定世帯
所得

4,374,236
4,374,236

課税標準所得額

令和7年度

令和8年度

【R8-R7】

年度 区分

4,353,509
△ 20,727
△ 20,727

4,353,509

令和8年度

4,353,509
4,353,509

【R8-R7】

2,076,584

2,042,081

令和7年度

△ 34,503

限度額超過
世帯数※

≪軽減判定所得≫
　・７割軽減基準額＝基礎控除額（43万円）+10万円×（給与所得者等の数★-１）
　・５割軽減基準額＝基礎控除額（43万円）+31万円×（被保険者数*）+10万円×（給与所得者等の数★-１）
　・２割軽減基準額＝基礎控除額（43万円）+57万円×（被保険者数*）+10万円×（給与所得者等の数★-1）

　*被保険者数は、同じ世帯の中で国民健康保険から後期高齢者医療の被保険者に移行した者、擬制世帯主を含む
　★給与所得者等は、給与収入が55万円を超える方、公的年金等の収入が60万円を超える65歳未満の方、公的年金等の収入が
      125万円を超える65歳以上の方

Konan0497
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③国保税の算定 （単位：千円）

未就学児 18歳未満
均等割 平等割 均等割 均等割 所得割 均等割

医療分 354,312 200,713 97,508 62,014 31,856 1,513 242 35 △ 15,042 43,561 497,565

支援分 109,355 61,498 31,064 19,000 10,149 464 75 11 △ 4,624 9,597 157,612

介護分 45,684 23,245 10,685 6,973 3,327 0 2 △ 2,718 6,477 60,032

子育て分

【計】 509,351 285,456 0 139,257 87,987 45,332 1,977 0 317 48 △ 22,384 59,635 715,209

医療分 343,926 185,903 96,067 56,396 30,764 1,490 57 31 △ 15,879 39,760 480,856

支援分 108,837 59,778 30,605 18,134 9,801 479 18 10 △ 5,035 9,422 155,947

介護分 44,925 22,849 10,584 6,794 3,280 0 0 0 △ 2,782 7,497 57,922

子育て分 8,706 8,737 420 2,778 70 448 1 2 △ 425 435 13,537

【計】 506,394 277,267 420 137,256 84,102 43,845 2,039 448 76 43 △ 24,121 57,114 708,262

医療分 △ 10,386 △ 14,810 △ 1,441 △ 5,618 △ 1,092 △ 23 △ 185 △ 4 △ 837 △ 3,801 △ 16,709

支援分 △ 518 △ 1,720 △ 459 △ 866 △ 348 15 △ 57 △ 1 △ 411 △ 175 △ 1,665

介護分 △ 759 △ 396 △ 101 △ 179 △ 47 0 △ 2 △ 64 1,020 △ 2,110

子育て分 8,706 8,737 420 2,778 70 448 1 2 △ 425 435 13,537

【計】 △ 2,957 △ 8,189 420 △ 2,001 △ 3,885 △ 1,487 62 448 △ 241 △ 5 △ 1,737 △ 2,521 △ 6,947

※調定額の出し方・・・・・所得割①＋均等割②＋18歳以上均等割③＋平等割④－軽減額⑤－限度超過額⑥＝調定額⑦(月割増減、端数処理有り)

〇令和8年度の調定額は、7億826万2千円であり、令和7年度と比べて、694万7千円の減額となっている。

18歳以上
均等割

③

平等割
④

軽減額⑤
所得 産前産後

令和7年度

月割増減
限度超過額

⑥
調定額⑦年度 区分

所得割
①

均等割
②

令和8年度

【R8-R7】

Konan0497
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追加資料（９ページ目　③国保税の算定）
【参考】
令和８年度の国保税率の改正について

所得割
（前年の所得額－43万）

×税率
　　　　7.9%
　　　（8.1%）

0.2% 2.5% 2.2%

均等割 国保加入者１人あたり
　　２８，３００円
　（２９，７００円） １，４００円※1 ９，１００円 ９，９００円

１世帯あたり

（特定世帯以外）

特定世帯※2 １１，３００円 ３，６００円

※1　子育て分において、均等割額には１８歳以上被保険者均等割額（70円）を含んでいます。
※2　特定世帯・・・同一世帯の国保加入者が後期高齢者医療制度に移行することにより、国保加入者が1人だけになった世帯。

 区 分
 医療分

（）内は7年度
子育て分
（新設）

支援金分 介護分
（40歳～64歳対象）

平等割
２２，６００円 ７，２００円

５，３００円

0.2%↓

1,400円↓
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国保保健事業等について（令和７年度実績） 

 

保健事業、健康づくり事業の推進 

 

データヘルス計画の目的である健康寿命の延伸による医療費適正化を達成するためには、まずは自身

の身体の中で起こっていることを理解し（特定健康診査受診）、その結果から自身の生活上での課題を知

り、改善に向けて取り組み（特定保健指導）、将来血管障害を起こすリスクを減らすことが大切です。 

令和７年度の特定健康診査受診率および特定保健指導終了率を伸ばすための国保保健事業等の取組

みおよび実績は次のとおりです。 

特定健康診査受診率は未受診者対策やWEB予約導入により昨年度より伸びる見込みです。 

また、特定保健指導終了者についても暫定値より伸びる見込みであり、今後は終了者の検査値が改善

しているかについても注視していく必要があります。 

 

■特定健康診査・特定保健指導 

特定健康診査 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％） 

香南市 高知県 

令和 2年度 5,871 1,938 33.0％ 35.2％ 

令和 3年度 5,651 1,921 34.0％ 35.6％ 

令和 4年度 5,338 1,814 34.0％ 36.6％ 

令和 5年度 5,004 1,749 35.0％ 37.6％ 

令和 6年度 4,717 1,756 37.2% 38.1% 

令和 7年度 4,491 1,683 37.４% 38.0% 

出典：特定健康診査・特定保健指導法定報告（令和７年度は暫定値） 

 

特定保健指導 対象者数（人） 終了者数（人） 終了割合（％） 

香南市 高知県 

令和 1年度 315 88 27.9％ 28.2％ 

令和 2年度 212 54 25.5％ 30.0％ 

令和 3年度 239 75 31.4％ 32.9％ 

令和 4年度 214 84 39.3％ 34.4％ 

令和 5年度 226 87 38.5％ 32.2％ 

令和 6年度 200 89 44.5% 27.5% 

令和 7年度 261 78 29.9% - 

出典：特定健康診査・特定保健指導法定報告（令和７年度は暫定値） 

 

■国保保健事業 

①生活習慣病予防対策 

 内容 目標 評価 

特定健診未受診者対策 対象者に応じた受診勧奨

はがき送付（年２回） 

受診率増加 達成 

（R7年度暫定） 

４０歳未満早期介入保健

指導事業 

健康診査 勧奨対象者の受診率増

加 

達成     

特定保健指導基準該当者

への保健指導の実施 

健診結果より生活習慣を

振り返ることができる 

達成 
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②生活習慣病等重症化予防対策 

 内容 目標 評価 

生活習慣病等重症化予防 家庭血圧測定の周知 家庭血圧測定者数増加 達成 

要医療判定者受診勧奨 医療機関受診率増加 データヘルス計

画にて評価 

糖尿病性腎症重症化予防 県糖尿病性腎症重症化予

防プログラムに基づく対

策 

医療機関受診率増加 データヘルス計画

にて評価 

行動変容改善率 達成 

  

③国保一般事業 

 内容 目標 評価 

歯科保健指導 集団健診での歯科衛生士に

よる歯科指導 

定期受診率増加 達成 

歯間部清掃用具使用割合

増加 

    達成 

 

 

【特定健診受診率向上の取組み】 

① 対象者に応じた受診勧奨ハガキ  

 １回目 ２回目 

発送日 ５月２7日 9月 26日 

対象者 不定期受診者・未経験者※ 発送時点未受診者 

（連続受診者・不定期受診者・未経験者※） 

目的 健康特性に応じた効果的な勧奨 受け忘れ防止通知 

                          ※ 連続受診者…過去３年間連続で特定健診を受診している者 

                               不定期受診者…過去３年間で１回もしくは２回特定健診を受診している者 

                               未経験者…過去３年間で特定健診の受診歴のない者 

 

・連続受診者および不定期受診者の受診率が向上 

・集団健診での連続受診者が増加 

・医療機関受診中の未経験者の割合が多い（→個別健診受診勧奨事業の活用） 

 

② WEB予約 

令和 7年度より本格稼働し、予約が必要な健診（検診）すべてのWEB予約が可能となった 

 

 

    ・電話予約時の電話混雑の改善 

・40～50歳代の集団健診での受診率が増加 

   ・リマインドメールによる、予約忘れや予約後の受診忘れの予防 

 

 

 R6 R7 

電話 91% 71% 

web 9% 29% 

【予約方法】 
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③ 個別健診受診勧奨事業（県モデル事業） 

 

発送日 送付者数(人) 受診者数(人) 受診率(%) 

【参考】 

勧奨ハガキ送付時

に既に受診してい

た人数(人) 

R6 R7.1.24 300 44 （36※）  14.67％ （12.00％※）  84 

R7 R7.12.12 1,170 ６８ （５７※） ５．９８％ （５．０１％※） ３３ 

※（ ）内の…勧奨ハガキに記載の医療機関で受診した人数及び受診率 

 

 対象者数(人) 
受診者数（人） 受診率(%) 

全体 集団 個別 全体 集団 個別 

R5 5,007 1,717 772 945 34.29％ 15.42％ 18.87％ 

R6 4,724 1,733 792 941 36.69％ 16.77％ 19.92％ 

R７ 4,491 1,683 800 883 37.47％ 17.81％ 19.66％ 

前年度比 

（R7-R6） 
△233 △50 8 △58 0.78％ 1.04％ △0.26％ 

 

・個別健診受診率勧奨の一つとして有効 

・未経験者が増加し、新規受診者の掘り起こしにつながった 

 

 

 

 

令和８年度の取り組み 

▶ 受診しやすい健診体制づくり 

 〔連続受診者を増やす〕 

 〔若い世代/新 40歳受診率を伸ばす〕 

 〔生活習慣病受診中で健診未受診者へのアプローチ］ 

        ・集団健診：日程の見直し・予約期間の延長・セット健診（子宮がん） 

        ・集団および個別健診：はがき・電話による勧奨 

・健康推進委員によるチラシ配布（裏面参照） 

▶ 健診結果から必要な医療受診へつなげる 

〔重症化を予防する〕 

        ・精密検査・要医療判定者への受診勧奨（通知・電話等） 

  

▶ 健診結果から生活習慣を振り返り生活習慣改善へつなげる 

    〔血圧・HbA1cの有所見者を減らす〕 

    〔毎日間食・睡眠不足の割合を減らす〕 

        ・尿中塩分測定濃度結果の活用 

        ・ナトカリ比・間食の摂り方・睡眠についての啓発 

   

▶ 食育※の取り組み継続  

                 ※子どもたちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けること 
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　・忙しくて時間がない ・お金がかかる？

　・病院に通っているから ・健康だから

　・どこで受けたらいいか分からない ・受診券が見当たらない

　・予約がめんどくさい

 ★かかる時間は1時間足らず

　主な健診内容：血圧測定、血液検査、尿検査　など

　普段、病院では検査していない項目もあります

　主治医にご相談ください

　

 ★かかる費用は0円！

  最大約9000円相当の検査が無料です

 ★集団健診の予約はＷＥＢでも電話でもできます！

  香南市けんしん予約サイト(WEB)では、24時間いつでも予約可能です。

★お問い合わせ先

【健診に関すること】

　　香南市健康対策課　保健衛生係　TEL　0887-50-3011

【受診券に関すること】

　　香南市市民保険課　国保・高齢者医療係　TEL　0887-57-8506

※20～39歳の方は加入保険に関わらず、受診券なしで受診ができます。

国民健康保険加入の方と20～39歳の方へ

「健康診断、つい後回しになっちゃあせん？」

今年度の特定健診・健康診査が始まりました！

こんな理由で受けていない？

　　　　   ＊国民健康保険加入の方には

                  受診券(桃色)が届いています→

けんしん予約サイト

QRコード

利用して

みてね！

そんなあなたに！！
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（２）医療費適正化の推進 
 

■資格の適正化 

  被保険者の資格管理を徹底するため、健康保険加入者に確認の通知を行っています。 

 

■ジェネリック医薬品使用促進（目標８０％） 

ジェネリック医薬品の使用促進に向けて、差額通知やジェネリック医薬品希望シールの配布を行っ

ています。 

 

ジェネリック医薬品 

普及率 

令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 

77.22％ 79.03％ ８４．２１％ 86.57％ 

                                                 ※2月診療分 

                                                

■第三者行為による求償 

第三者行為によると思われるレセプトを抽出・把握し、国保連合会と連携し、求償事務を行ってい 

ます。また、医療機関や香南消防署の協力により、第三者行為の早期発見にも努めています。 

 

■診療報酬明細書（レセプト）内容点検 

被保険者番号（個人）ごとに、医科、歯科、調剤薬局、訪問看護のレセプトを点検し、保険点数表の

算定ルールとの整合性や病名に対しての妥当性等を確認しています。 

 

【令和 7年度】 

過誤調整の状況 

資格点検調査によるもの 

 ① 

内容点検調査によるもの 

② 
計（①＋②） 

枚数 金額（千円） 枚数 金額（千円） 枚数 金額（千円） 

147 3，347 422 2，179 569 5，526 

 

返納金として調定を行ったもの 

不正利得・不当利得 

枚数 金額（千円） 

104 1,585 

 


